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外
国
小
説
の
翻
訳
概
況

中
国
で
は
十
九
世
紀
の
末
か
ら
二
十
世
紀
の
初
め
に
か
け
て
、
お
び
た
だ
し

い
量

の
翻
訳
が
な
さ
れ
た
。
文
学
に
限

っ
て
見
て
も
、

一
八
七
〇
年
代
か
ら
、

五

・
四
運
動
が
起
こ
っ
た

一
九

一
九
年
ま
で
の
約
半
世
紀
に
翻
訳
さ
れ
た
外
国

の
文
学
作
品

(小
説

・
戯
曲

・
詩
な
ど
)
は
、
郭
延
礼
著

『中
国
近
代
翻
訳
文

学
論
』
(湖
北
教
育
出
版
社
、

一
九
九
八
年
)
に
よ
れ
ば
、
二
千
七
百
種
に
な
ん

な
ん
と
す
る
と
い
う
。

圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
小
説
の
翻
訳
で
あ
り
、
長
篇

・

短
篇
お
り
ま
ぜ
て
総
数
二
千
五
百
六
十
七
種
、
う
ち
原
著
の
国
籍
の
判
明
し
て
い

る
も
の
は
、
千
七
百
四
十
八
種
だ
と
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
も

つ
と
も
多
い
の
が

イ
ギ
リ
ス
の
小
説

(千
七
十

一
種
)
、
つ
い
で
フ
ラ
ン
ス
(三
百
三
十

一
種
)
、
ロ
シ

ア

(百
三
十
三
種
)、
日
本

(亘

二
種
)
の
順
に
な
る
。
日
本
の
小
説
は
意
外
に
少
な

く
、
日
本
語
か
ら
重
訳
さ
れ
た
外
国
小
説

(ロ
シ
ア
の
小
説
が
多

い
)
約
百
八
十

種
を
合
わ
せ
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
フ
ラ
ン
ス
に
も
及
ば
な
い
。

ど
ん
な
作
家
の
小
説
が
翻
訳
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
こ
れ
が
ま
さ
に
玉
石

混
淆
。
今
も
高
く
評
価
さ
れ
る
著
名
な
作
家
の
名
作
も
あ
れ
ば
、
時
の
経
過
の
な

か
で
淘
汰
さ
れ
、
原
著

(著
者

・
原
題
な
ど
)
さ
え
不
明
な
も
の
も
あ
る
。
試
み

に
、
翻
訳
さ
れ
た
主
要
作
家
を
国
別
に
あ
げ
て
見
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

[
英

国

]

莎

士

比

亞

(
シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
)
、

丁

尼

生

(
テ

ニ
ソ

ン

)
、

笛

福

(
デ

フ

ォ
ー

)
、

司

可

特

(
ス

コ

ッ
ト

)
、

斯
威

夫

特

(
ス
ウ

ィ

フ
ト

)
、
王

尓

徳

(
ワ
イ

ル

ド

)
、

柯

(可

)

南

・
道

尓

(
コ
ナ

ン

・
ド

イ

ル
)
、

拝

倫

(バ

イ

ロ

ン
)
、

雪
莱

(シ

ェ
リ

ー
)

[
フ
ラ

ン

ス
]

大

仲

馬

(大

デ

ュ

マ
)
、
小

仲

馬

(
小

デ

ュ
マ
)
、

雨

果

(
ユ

ー

ゴ

ー

)
、
莫

泊

桑

(
モ
ー

パ

ッ
サ

ン
)
、
襲

古

尓

兄
弟

(
ゴ

ン

ク

ー

ル

兄
弟

)
、

儒

勒

・
凡

尓

納

(ジ

ュ
ー

ル

・
ヴ

ェ
ル

ヌ
)
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[
ロ

シ

ア
]

普
希

金

(プ

ー

シ
キ

ン
)
、

莱

蒙
托

夫

(
レ
ー

ル

モ

ン
ト

フ
)
、

契

訶
夫

(チ

ェ
ー

ホ

フ
)
、
屠
格

涅

夫

(
ツ
ル
ゲ

ー
ネ

フ
)
、
高
尓

基

(ゴ

ー

リ
キ

ー

)

[
日
本

]

徳

富
蘆

花

、
押

川

春

浪

、
黒

岩

涙
香

[
ド
イ

ツ
]

歌
徳

(ゲ

ー

テ
)
、
海

涅

(
ハ
イ

ネ

)

[
ス

ペ
イ

ン
]

塞

(西

)
万

提

斯

(
セ

ル

バ

ン
テ

ス
)

[
ア
メ

リ

カ
]

斯
托

夫

人

(
ス
ト

ー
夫

人

)
、

馬
克

・
吐

温

(
マ
ー

ク

・
ト

ゥ

エ
イ

ン
)
、
欧

文

(
ア

ー
ヴ

イ

ン
グ

)

[ノ

ル

ウ

ェ
ー
]

易

卜

生

(イ

プ

セ

ン
)

[デ

ン

マ
ー

ク
]

安

徒

生

(
ア

ン

デ

ル
セ

ン
)

[イ

ン
ド
]

泰

戈
尓

(
タ
ゴ

ー

ル
)

8

0
0
-
一
。。
。。
刈
"
)
』

で
あ

る
◎

著

者

の
ベ

ラ

ミ

ー
は

、
弁

護

士

出
身

の
ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス
ト

だ

が

、

『
ル

ッ
キ

ン

グ

・
バ

ッ
ク

ワ

ー

ド

』

は
、

一
八
八

八

年

、

刊

行

と

同

時

に

ベ

ス
ト

セ

ラ
ー
と

な
り

、

ア
メ

リ

カ
と

イ

ギ

リ

ス
で

百
万

部
売

っ
た

と

さ

れ

る
。

『百
年

一
覚
』

の
物
語
展
開

『
ル
ッ
キ
ン
グ

・
バ
ッ
ク
ワ
ー
ド
』
刊
行
の
三
年
後
の

一
八
九

一
年
、
早
く
も
中

国
で
翻
訳
が
出
現
、
こ
れ
を
皮
切
り
に
以
後
、
次
に
あ
げ
る
三
種
の
翻
訳
が
な

さ
れ
た
。
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こ

れ

を
見

る
と

、

イ

ギ

リ

ス

・
フ

ラ

ン
ス

・
ロ
シ

ア

の
小

説

に

つ

い
て

は

、

か

な
り

幅

広

く

網

羅

さ

れ

て

い
る

こ

と

が
わ

か

る

。

し

か

し
、

日
本

の
小

説

に

つ

い
て

は
、

押

川

春

浪

や

黒
岩

涙
香

な

ど
当

時

の
流

行
作

家

の
作

品

の
翻

訳

が

大

半

を
占

め
、

二
葉

亭

四

迷

・
幸

田

露

伴

・
樋

口

一
葉

・
夏

目
漱

石
ら

の
作

品

は

一
篇
も
翻

訳

さ

れ

て

い
な

い
の
が

目

立

つ
。

そ

れ

は

さ

て
お

き

、

実

の
と

こ
ろ

、

上
記

の
翻

訳

の
大

半

は

一
八

九

〇
年

代

以

降

(と

り

わ
け

一
八
九

五
年

以

降

)

に
な

さ

れ

て

い
る

。

こ

の
翻

訳

ブ

ー

ム

の
先

駆

け

に

な

っ
た

の
は

、

ア

メ

リ

カ

の
作

家

エ
ド

ワ
ー

ド

・
ベ

ラ

ミ

ー

(中

国

で
は

現

在

、
愛

徳

華

・
貝
拉

米

と

表

記

。

一
八

五

〇

～

一
八

九

八

)

の
著

し

た

未

来

小

説

『
ル

ッ

キ

ン
グ

・
バ

ッ
ク

ワ

ー

ド

(
"
冖
o
o
紅
昌
o。
ー
ロロ
薗
臭

≦
碧

自

一
、
『回
頭
看
紀
略
』
(析
津
訳
)

「万
国
公
報
」
(
一
八
九

一
～

一
八
九
二
連
載
)

二
、
『百
年

一
覚
』

(李
提
摩
太
節
訳
)

上
海
広
学
会
刊

(
一
八
九
四
)

三
、
『政
治
小
説

回
頭
看
』

(訳
者
未
詳
)

「繍
像
小
説
」
(
一
九
〇
四
年
に
連
載
)

三
種
と
も
全
訳
で
は
な
く
、
節
訳
す
な
わ
ち
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
版
で
あ
る

(全

訳
の
刊
行
は
は
る
か
に
遅
れ
る
。
初
訳
か
ら
百
有
余
年
後
の

一
九
八
四
年
、
商

務
印
書
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
、
林
天
斗

・
張
目
謀
訳

『回
顧
』
が
こ
れ
に
あ
た
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る
)。
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
な
が
ら
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
未
来
小
説
の
翻
訳
は
、
中

国
の
知
識
人
に
強
い
衝
撃
を
与
え
た
。
三
種
の
翻
訳
の
う
ち
、
と
り
わ
け
広
く

リ

ッ

チ

モ

ン

ド

読
ま
れ
、
深
甚
な
影
響
を
与
え
た
の
は
二
番
目
に
あ
げ
た
、
李
提
摩
太
訳
の
単

行
本

『百
年

一
覚
』
で
あ
る
。
な
ぜ
、
こ
の
小
説
が
中
国
の
知
識
人
に
と

っ
て

そ
ん
な
に
衝
撃
的
だ

っ
た
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
に
先
立
ち
、
ま
ず

『
ル
ッ
キ

ン
グ

・
バ
ッ
ク
ワ
ー
ド
』
す
な
わ
ち

『
百
年

一
覚
』
の
物
語
展
開
を
見
て
み
よ

う
。と

き
は

一
入
八
七
年
、
舞
台
は
ア
メ
リ
カ
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
。
主
人
公
の

ウ
ェ
ス
ト

(
一
八
五
七
年
生
)
は
当
年
と

っ
て
三
十
歳
、
先
祖
の
遺
産
で
悠
々

自
適
の
生
活
を
送
る
青
年
で
あ
り
、
イ

デ
ィ
ス

・
バ
ト
ラ
ー
な
る
美
貌
の
婚
約

者
が

い
る
。
何
の
不
足
も
な
さ
そ
う
な

の
に
、
ど
う
し
た
わ
け
か
、
彼
は
強
度

の
不
眠
症
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
る
先
祖
代

々
の
古

い
屋
敷

に
、
黒
人
の
下
僕
と
二
人
で
住
ん
で
い
る
の
だ
が
、
周
囲
に
工
場
が
建
ち
は
じ

め
、
日
夜
、
騒
音
が
絶
え
な
い
た
め
、
不
眠
症
は
つ
の
る

一
方
だ

っ
た
。
た
ま

り
か
ね
た
ウ
ェ
ス
ト
は
地
下
に
寝
室
を
作

っ
た
。
こ
の
地
下
寝
室
は
完
璧
に
防

火

・
防
水
設
備
を
施
し
、
空
気
管
を
通
し
て
地
上
か
ら
清
浄
な
空
気
を
導
入
す

る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
て
外
界
か
ら
完
全
に
遮
断
さ
れ
た
密
室
状
態

の
地
下
寝
室
に
こ
も

っ

て
も
、
ウ

ェ
ス
ト
の
不
眠
症
は
な
か
な
か
解
消
し
な
い
。
そ
こ
で
、

一
八
八
七

年
五
月
三
十
日
、
彼
は
医
者
か
ら
睡
眠
薬
を
も
ら
っ
て
飲
み
、
よ
う
や
く
深
い

眠
り
に
入

っ
た
。
と
こ
ろ
が
薬
が
き
き
す
ぎ
た
の
か
、
な
ん
と
ウ
ェ
ス
ト
は
そ

の
ま
ま
百
十
三
年
間
も
眠
り
つ
づ
け
、
目
が
さ
め
て
み
る
と
、
す
で
に
西
暦
二

〇
〇
〇
年
に
な

っ
て
い
た
。
実
は
、
彼
が
眠

っ
た
直
後
、
屋
敷
が
火
事
で
丸
焼

け
に
な

っ
た
が
、
防
火
設
備
の
整

っ
た
地
下
寝
室
に
い
た
彼
は
難
を
免
れ
た
。

し
か
し
、
地
下
寝
室
の
所
在
が
わ
か
ら
な
く
な

っ
た
た
め
、
誰
に
も
発
見
さ
れ

ず
、
そ
の
ま
ま
ず

っ
と
眠
り

つ
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
、

こ
の
間
ウ
ェ
ス
ト
は
ま

っ
た
く
年
を
と
ら
ず
、
三
十
歳
の
青
年
の
ま
ま
だ

っ

た
。二

〇
〇
〇
年
の
現
在
、
ウ

ェ
ス
ト
邸
の
跡
に
は
、
リ
ド
ー
と

い
う
老
医
師
と

そ
の
妻
、
お
よ
び
彼
ら
の
美
し
い
娘
の
三
人
家
族
が
住
ん
で
い
た
。
娘
の
名
は

奇
し
く
も
ウ
ェ
ス
ト
の
婚
約
者
と
同
様
、
イ
デ
ィ
ス
で
あ

っ
た

(
の
ち
に
判
明

す
る
が
、
こ
の
娘
は
ウ
ェ
ス
ト
の
婚
約
者
の
曾
孫
に
あ
た
る
)
。
百
有
余
年
の
眠

り
か
ら
覚
め
た
ウ
ェ
ス
ト
を
た
ま
た
ま
発
見
し
た
リ
ド
ー

一
家
は
、
時
を
超
え

て
や
っ
て
来
た
こ
の
珍
客
を
心
か
ら
親
切
に
も
て
な
す
。
か
く
し
て
、

一
八
八

七
年
か
ら

一
足
飛
び
に
二
〇
〇
〇
年

へ
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
ウ
ェ
ス
ト
は
、

以
後
、
リ
ド
ー

一
家
の
案
内
で
百
有
余
年
後
の
世
界
を
見
聞
す
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
の

『百
年

一
覚
』
と
い
う
小
説
は
、
上
記
の
よ
う
な
設

定
の
も
と
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、

一
種
の
未
来
旅
行
記
な
の
だ
。
こ
れ
が
書
か

れ
た
の
は
、
主
人
公
の
ウ
ェ
ス
ト
が
眠
り
に
落
ち
た
と
さ
れ
る

一
八
八
七
年
で

あ
り
、
当
時

の
人
々
が
百
有
余
年
後
の
西
暦
二
〇
〇
〇
年

の
世
界
に
つ
い
て
、

い
か
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
い
た
か
を
知
る
た
め
の
、
格
好
の
材
料
で
も
あ

る
。
ま
さ
し
く
西
暦
二
〇
〇
〇
年
の
現
在
、
こ
の
小
説
を
読
む
と
、
予
想
が
当

12?
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た

っ
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
ま

っ
た
く
は
ず
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の

落
差
が
実
に
面
白

い
。
概
し
て
、
当
た

っ
て
い
る
の
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進

歩
に
つ
い
て
で
あ
り
、
は
ず
れ
て
い
る

の
は
政
治

・
経
済
体
制
に
つ
い
て
だ
。

『百
年

一
覚
』
に
描
か
れ
る
未
来
社
会
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
空
想
的
社
会
主

義
に
彩
ら
れ
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
で
あ
る

(作
者
の
ベ
ラ
ミ
ー
は
空
想
的
社
会

主
義
者
だ

っ
た
)。
企
業
は
す
べ
て
国
営
化
さ
れ
、
経
済
は
徹
底
し
た
計
画
経
済

で
貨
幣
も
な
い
。
貨
幣
の
か
わ
り
に
、
人
々
は
国
家
が
発
行
す
る
チ
ケ
ッ
ト
を

受
け
取
り
、
整
備
さ
れ
た
分
配
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
流
通
す
る
商
品
を

購
入
す
る
。

国
営
企
業

一
本
槍
で
計
画
経
済
と
い
う
と
、
恐
ろ
し
く
国
家
権
力
が
強

い
よ

う
に
見
え
る
が
、
け

っ
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
国
家
の
中
枢
機
構
を
動
か

し
、
生
産

・
流
通
を
管
理
す
る
の
は
、
す
べ
て
各
生
産
単
位
で
選
挙
さ
れ
た

人
々
で
あ
り
、
い
わ
ば
単
位
連
合
体

・
単
位
協
同
体
が
、
国
家
機
構
を
形
成
す

る
と
い
う
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
た
め
、
権
力
を
ふ
る
う
者
も
い

な
け
れ
ば
、
汚
職
で
私
腹
を
こ
や
す
者
も

い
な

い
。
貨
幣
が
な
い
の
だ
か
ら
、

こ
や
し
よ
う
が
な
い
の
だ
。
以
上
の
よ
う
な
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
未
来
国
家
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
西
暦
二
〇
〇
〇
年

の
現
在
と
は
、
お
よ
そ
似
て
も
似

つ
か
ぬ
も
の

だ
。ま

た
、
『百
年

一
覚
』
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
平

等
の
原
則
が
貫
徹
さ
れ
、
肉
体
労
働
も
頭
脳
労
働
も
賃
金

(受
け
取
る
チ
ケ
ッ

ト
)
に
差
は
な
く
、
む
ろ
ん
男
女
の
格
差
も
な
い
。
従

っ
て
、
貧
富
の
差
も
な

く
、
犯
罪
も
お
こ
ら
な
い
か
ら
裁
判
所
も
監
獄
も
な
い

(交
通
整
理
な
ど
を
す

る
警
察
官
だ
け
が
ご
く
少
数
い
る
)。

こ
の
な
ん
と
も
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
し
た

ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
で
、
と
り
わ
け
面

白

い
の
は
、
余
暇
を
重
視
す
る
シ
ス
テ
ム
が
完
備
し
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
こ
で

は
、
だ
い
た
い
す
べ
て
の
人
間
が
二
十

一
歳
ま
で
学
校
教
育
を
受
け
た
あ
と
、

適
性
に
応
じ
て
各
種
の
職
業

(自
由
業
も
あ
り
)
に
つ
く
が
、
ど
の
単
位
で
も

定
年
は
四
十
五
歳

(在
職
年
数
は
二
十
四
年
間
)
。
あ
と
は
年
金
に
あ
た
る
チ
ケ

ッ
ト
を
受
け
取
り
な
が
ら
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
し
て
悠
々
自
適
の
生
活
を

送
る
。
こ
れ
が

一
応
の
き
ま
り
だ
が
、
半
分
の
十
二
年
間
働
き
、
三
十
三
歳
で

希
望
退
職
し
、
悠
々
自
適
に
移
行
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
も

つ
と
も
こ
の
場
合

は
、
退
職
後
受
け
取
る
年
金
チ
ケ
ッ
ト
も
半
分
に
な
る
。
こ
れ
ま
た
、
こ
の
先
、

年
金
さ
え
支
給
さ
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
ず
、
下
手
を
す
れ
ば
死
ぬ
ま
で
働
か

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
二
〇
〇
〇
年
の
現
在
と
は
大
違
い
の
、
ゆ
と
り
あ
ふ
れ

る
未
来
イ
メ
ー
ジ
で
は
あ
る
。

と

い
う
ふ
う
に
、
『百
年

一
覚
』
描
く
と
こ
ろ
の
未
来
イ
メ
ー
ジ
は
、
政
治

・

経
済
体
制
な
ど
の
面
で
は
、
実
際
の
百
年
後
の
世
界
と
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
先
に
も
少
し
く
ふ
れ
た
よ
う
に
、
有
線
放
送
が
発
達
し
、

各
人
が

ヘ
ッ
ド

・
ホ
ン
を
耳
に
当
て
て
好
み
の
番
組
を
聴
く
と
さ
れ
る
な
ど
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
に
つ
い
て
の
予
想
は
、
か
な
り
的
確
だ
と
言
え
る
。
考

え

て
み
れ
ば
、
政
治

・
経
済

・
労
働
問
題
は
、
こ
の
小
説
が
書
か
れ
た
百
有
余

年
後

の
現
在
も
大
し
た
変
化
が
な
く
、
予
想
を
超
え
て
進
歩
し
た
の
は
テ
ク
ノ
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ロ
ジ

ー
だ

け

と

い
う

の
も

、

な

ん
と

も
情

け

な

い
話

で
あ

る

。

そ

れ

は

さ

て
お

き

、

百
有

余

年

の
眠

り

か
ら

覚

め
た

、

こ

の
小

説

の
主

人

公

ウ

ェ
ス
ト

は

リ

ド

ー

一
家

に
導

か

れ

て
、

上

記

の
よ

う

に
す

っ
か

り

様

変

わ

り

し
た

未

来

社

会

を

、

目

の
あ
た

り

に
す

る

稀

有

の
体

験

を

し

た
。

と

、

思

い
き

や

、
実

は

こ
れ

は

夢

で
あ

り

、

は
た

と

気

が

つ

い

て
み

れ

ば

、

ウ

ェ
ス
ト

は
自

邸

の
地

下
寝

室

の

ベ

ッ
ド

に

い
た

。

む

ろ
ん

、

時

は

変

わ

ら

ず

一
八

八
七

年

の

ま

ま

だ

っ
た
と

い
う

の
が

、

こ

の
小
説

の
オ

チ

で
あ

る

。

『百
年

一
覚
』

の
影
響

未
来
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
を
設
定
す

る
、
こ
の
ベ
ラ
ミ
ー
の
小
説

『ル
ッ
キ

ン
グ

・
バ
ッ
ク
ワ
ー
ド
』
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
翻
訳
版
、
『百
年

一
覚
』
が

一
八
九

四
年
に
刊
行
さ
れ
る
と
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
当
時
の
中
国
の
知
識
人
に
測

り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
影
響
を
与
え
た
。

ユ
ー
ト
ピ
ア

(理
想
郷
)
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の
も

の
は
、
古
く
は
春
秋
時
代

(前
七
七

一
～
前
四
〇
三
)
の
中
頃
に
生
き
た
、
道
家
思
想
の
祖
、
老
子
の
著
と

さ
れ
る
、
『道
徳
経
』
第
八
十
章
の

「小
国
寡
民
」
ユ
ー
ト
ピ

ア
や
、
東
晋
の
詩

人
陶
淵
明

(三
六
五
～
四
二
七
)
の
手

に
な
る

「桃
花
源
の
記
」
に
描
か
れ
る

ユ
ー
ト
ピ
ア

(桃
源
郷
)
等
々
の
例
が
あ
り
、
中
国
人
に
と

っ
て
は
け

っ
し
て

珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
周
知

の
ご
と
く
、
陶
淵
明
描
く
と
こ
ろ
の
桃

源
郷
で
は
時
間
が
停
滞
し
、
五
百
年
前

の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
そ
の
ま
ま
維
持
さ

れ
て
い
た
。
こ
れ
を
嚆
矢
と
し
て
、
中
国
で
は
従
来
、
過
去

の
時
間
帯
に
ユ
ー

ト
ピ
ア
を
設
定
す
る
の
が
慣
い
だ
。
こ
の
国
で
は
も
と
も
と
尚
古
主
義
が
幅
を

き
か
せ
、
太
古
の
時
代
に
ユ
ー
ト
ピ

ア
が
あ
り
、
時
代
が
下
る
と
と
も
に
状
況

が
わ
る
く
な
る
と
い
う
考
え
方
が
支
配
的
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
『百
年

一
覚
』
は
未
来
に
ユ
ー
ト
ピ

ア
を
設
定
し
て
お
り
、
こ

れ
が
ま
ず
当
時
の
中
国
の
知
識
人
に
と

っ
て
非
常
に
衝
撃
的
だ

っ
た
。
極
言
す

れ
ば
、
こ
の
衝
撃
が
、
中
国
の
知
識
人
を
し
て
従
来
の
過
去
志
向
か
ら
未
来
志

向

へ
と
、
ベ
ク
ト
ル
を
転
換
さ
せ
る
契
機
の

一
つ
に
な

っ
た
と
さ
え

い
え
る
ほ

ど
だ
。
む
ろ
ん

『百
年

一
覚
』
に
描
か
れ
た
、
君
主
の
い
な

い
平
等
な
社
会
の

イ
メ
ー
ジ
じ
た
い
、
衝
撃
的
だ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
。

こ
こ
で
、
き
わ
め
て
注
目
に
値
す
る
の
は
、
こ
の
未
来

ユ
ー
ト
ピ
ア
と
い
う
、

従
来
の
中
国
に
存
在
し
な
い
新
し
い
発
想
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
当
時
の
中

国
の
知
識
人
が
、
ま
た
ま
た
極
め
付
き
の
古
典
を
引
き
合

い
に
出
す
と
い
う
操

作
を
行

っ
て
い
る
こ
と
だ
。
康
有
為

(
一
八
五
八
～

一
九
二
七
)
著

『大
同
書
』

(
一
九
〇
二
年
頃
に
完
成
)
に
は
、
当
時
の
中
国
の
知
識
人
が

い
か
に
外
来
の

新
思
想
を
受
容
し
よ
う
と
し
た
か
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
く

っ
き
り
と
刻
み
込
ま

れ
て
い
る
。
付
言
す
れ
ば
、
『大
同
書
』
は
、
中
国
の
古
典
を
拠
り
ど
こ
ろ
と

し
な
が
ら
、
未
来

ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
た
作
品
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

『大
同
書
』
が
拠

っ
た
主
要
な
古
典
は
、
儒
教
の
聖
典

「四
書
五
経
」
の

一
つ
、

ら

い
き

『礼
記
』
の

「礼
運
篇
」
と
、
同
じ
く

『春
秋
』
に
解
釈
を
施
し
た
三
伝

(
『春
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く

よ

う

こ
く
り
ょ
う

秋
左
氏
伝
』
『春
秋
公
羊
伝
」
「春
秋
穀
梁
伝
』
)
の

一
つ
、
『春
秋
公
羊
伝
』
の

二
種
で
あ
る
。
『礼
記
』
「礼
運
篇
」
に
は
太
古
の
ユ
ー
ト
ピ
ア

「大
同
」
に
つ

い
て
の
言
及
が
あ
り
、
ま
た

『春
秋
公
羊
伝
』
は
中
国
の
伝
統
思
想
の
な
か
で
、

例
外
的
に
未
来
志
向
性
の
つ
よ
い
書
物

で
あ
る
。
康
有
為
は

『大
同
書
』
執
筆

に
さ
い
し
、
こ
れ
ら
の
古
典
を
縦
横
に
活
用
し
、
と
り
わ
け

『春
秋
公
羊
伝
』

に
由
来
す
る
公
羊
家

の

「三
世
論
」
か

ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
歴
史
の
推
移
を

「衰
乱
」
「升
平
」
「太
平

(大
同
)」
の
三
段
階
に
分
け
、
時
代
が
進
む
に
つ
れ

て
、
人
間
社
会
は

ユ
ー
ト
ピ

ア

(太
平

・
大
同
)
に
近
づ
く
と
す
る
説
を
、

大
々
的
に
展
開
し
た
。

『大
同
書
』
に
描
か
れ
る
未
来
ユ
ー
ト
ピ
ア

「大
同
社
会
」
で
は
、
国
家

・
階

級

・
人
種

・
男
女
等
々
の
差
は
す
べ
て
廃
絶
さ
れ
、
全
産
業
は
公
営
と
な
り
、

一
つ
の
世
界
政
府
の
も
と
に
無
数
の
小
政
府
が
置
か
れ
、
自
治
が
行
わ
れ
る
と

さ
れ
る
。

一
見
し
た
と
こ
ろ
、
ベ
ラ
ミ
ー
の

『百
年

一
覚
』
に
描
か
れ
る
未
来

ユ
ー
ト
ピ

ア
と
の
類
似
性
は
歴
然
で
あ
る
。
康
有
為
は

『大
同
書
』
に
お
い
て
、

こ
う
し
て
儒
教
の
聖
典
に
依
拠
し
つ
つ
、
外
来

の
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
を
巧
み
に

受
容

・
展
開
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
古

い
革
袋
に
新
し
い

酒
を
盛
る
、
苦
肉
の
策
だ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
『百
年

一
覚
』
は
尚
古
主
義
を
旨
と
す
る
伝
統
中
国
の
時
間

観

・
歴
史
観
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
、
当
時
の
知
識
人
の
意
識
の
ベ
ク
ト
ル
を
転

換
さ
せ
る
契
機
の

一
つ
に
な

っ
た
。
こ
れ
と
と
も
に
、
い
ま

一
つ
、
『百
年

一
覚
』

の
翻
訳
は
、
看
過
で
き
な
い
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
、
中
国
の

知
識
人
に
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
見
直
し
を
迫

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
『百
年

一

覚
』
が
翻
訳

・
刊
行
さ
れ
た
当
初
、
誰
も
こ
れ
が
小
説
だ
と
は
思
わ
ず
、
小
説

だ
と
わ
か
っ
た
と
き
、
中
国
の
知
識
人
は
ま
た
ま
た
衝
撃
を
受
け
た
と
い
う
。

な
る
ほ
ど
、
中
国
に
は

「文
」
を
重
ん
じ
る
伝
統
が
厳
と
し
て
存
在
す
る
。

し
か
し
、
伝
統
中
国
に
お
い
て

「文
」
と

い
え
ば
、
詩
と
文

(文
言
で
書
か
れ

た
散
文
)
の
み
を
指
し
、
小
説
は
含
ま
な

い
の
が
常
識
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
中

国
に
お
い
て
も
小
説
は
古
く
か
ら
作
ら
れ

つ
づ
け
て
来
た
。

中
国
古
典
小
説
の
流
れ
は
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
は
、
文

言
す
な
わ
ち
書
き
言
葉
で
著
さ
れ
た
小
説
で
あ
り
、
今
ひ
と

つ
は
白
話
す
な
わ

ち
話
し
言
葉
で
書
か
れ
た
小
説
で
あ
る
。

前
者
、
文
言
小
説
の
流
れ
は
、
八
世
紀
後
半
の
中
唐
以
降
に
盛
行
し
た
、
唐

代
の
短
篇
小
説
群

「唐
代
伝
奇
」
を
皮
切
り
に
、
十
九
世
紀
の
清
末
に
至
る
ま

し

た

い

ふ

で
、
士
大
夫
知
識
人
が
筆

の
す
さ
び
に
著
す

「筆
記
小
説
」
と
し
て
、
連
綿
と

受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
。
な
に
し
ろ
筆
の
す
さ
び
な
の
だ
か
ら
、
い
く
ら
文
言
を

用

い
て
い
て
も
、
正
統
的
な
詩
文
に
比

べ
れ
ば
、
そ
の
ラ
ン
ク
が
格
段
に
落
ち

る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

か
た
や
、
白
話
小
説
の
起
源
と
な
っ
た
の
は
、
十
世
紀
の
宋
代
以
降
、
盛
ん

に
な
っ
た
民
衆
世
界
の
語
り
物
で
あ
る
。
こ
れ
を
文
字
化
し
た
講
釈
師
の
テ
キ

ス
ト
を

「話
本
」
と
称
す
る
が
、
こ
の

「話
本
」

の
文
体
に
は
通
常
、
講
釈
師

の
語
り
口
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
、
話
し
言
葉
の

「白
話
」
が
用
い
ら
れ
る
。
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そ
の
後
の
中
国
古
典
小
説
史
の
主
流
と
な

っ
た
の
は
、
実
は
、
こ
の
素
性
卑
し

き

「話
本
」
を
源
流
と
す
る
、
白
話
小
説
の
方
で
あ
る
。
明
代
に
刊
行
さ
れ
た

「四
大
奇
書
」
す
な
わ
ち

『三
国
志
演
義
』
『水
滸
伝
』
『西
遊
記
』
『金
瓶
梅
』

の
四
大
白
話
長
篇
小
説
の
う
ち
、
前
三
書
は
い
ず
れ
も
種

々
の

「話
本
」
を
整

理

・
集
大
成
し
て
成

っ
た
も
の
で
あ
り

、
残
る

『金
瓶
梅
』
も
ま
た
、
書
き
出

し
の
部
分
に

『水
滸
伝
』
の

一
部
を
転
用
す
る
な
ど
、
「話
本
」
と
の
深
い
つ
な

が
り
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
う
せ
つ
き
ん

そ

の
後
、
十

八
世
紀
中
頃

の
清
代

中
期
、
曹
雪
芹
に
よ

っ
て
著
さ
れ
た

『紅
楼
夢
』
は
、
ま
さ
に
中
国
古
典
小
説
の
最
高
峰
と
み
な
さ
れ
る
傑
作
だ
が
、

こ
れ
ま
た
白
話
で
書
か
れ
た
長
篇
小
説
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
『紅
楼
夢
』
は
か

な
り
の
期
間
、
写
本

で
流
通
し
た
あ
と
、
よ
う
や
く
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
、
清
末
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
を
読
ま
な
い
士
大
夫
知
識
人
は
な
い
と

い
う

ほ
ど
、
流
布
し

つ
づ
け
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
現
象
も
小
説
を
正
統
的
詩

文
よ
り

一
段
劣

っ
た
ジ
ャ
ン
ル
と
み
な
す
、
伝
統
的
な
文
学
観
を
く

つ
が
え

す
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。

つ
ま
る
と

こ
ろ
、
伝
統
中
国
で
は
、
そ
の
文
体
が

文
言
で
あ
れ
白
話
で
あ
れ
、
駄
作

で
あ
れ
傑
作
で
あ
れ
、
総
じ
て
小
説
を

シ
ャ
オ
テ
ェ
ン

「消
遣

(気
晴
ら
し
)」

の
旦
ハと
し
て
、
蔑
視
す
る
見
方
が

一
般
的
だ

っ
た
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
十
九
世
紀
末
、
『百
年

一
覚
』
が
翻
訳

・
刊
行
さ
れ
る
と
、
こ
う
し

た
牢
固
た
る
文
学
観
に
変
化
が
お
こ
り
、
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
見
直
す
動

き
が
出
始
め
る
。
た
と
え
ば
、
清
末
か
ら
中
華
民
国
初
期
に
か
け
て
の
大
ジ
ャ

り

し
り
う

け

い
ち

レあ
う

ー

ナ

リ

ス
ト
梁

啓

超

(
一
八
七

三

～

一
九

二
九

)

を

こ
う

記

し

て

い
る

。

は
、
『百
年

一
覚
』
の
読
後
感

『百
年

一
覚
』
も
ま
た
小
説
家
が
表
現
し
た
も
の
だ
が
、
百
年
後
の
世
界
の

状
態
を
推
測
し
、
そ
の
な
か
に
は
か
な
り

『礼
記
』
「礼
運
篇
」
に
述
べ
ら
れ

た

「大
同
」
の
意
味
と
符
号
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ま
た

「奇
文

(卓
越
し

た
文
章
)」
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(「西
学
書
を
読
む
法
」

一
八
九
六
年
)

『百
年

一
覚
』
か
ら
即
座
に

『礼
記
』
「礼
運
篇
」
を
想
起
す
る
あ
た
り
、
先

述
の
康
有
為
の
場
合
と
ま

っ
た
く
同
様
で
あ
る
。
こ
の
文
章
を
書

い
た
六
年
後

の

一
九
〇
二
年
、
梁
啓
超
は

『百
年

一
覚
』
を
下
敷
き
と
し
、
自
ら

『新
中
国

未
来
記
』
と
題
す
る
未
来
小
説
を
書
い
た
。
梁
啓
超
に
と

っ
て
も
、
『百
年

一
覚
』

の
衝
撃
が
い
か
に
つ
よ
か

っ
た
か
、
わ
か
ろ
う
と

い
う
も
の
だ
。
し
か
し
、
梁

啓
超
は
こ
こ
か
ら
さ
ら
に

一
歩
踏
み
出
し
て
、
や
は
り

一
九
〇
二
年
、
「小
説
と

政
治
の
関
係
に
つ
い
て
」
な
る
文
章
を
著
し
、
そ
の
な
か
で
小
説
の
重
要
性
を

大
々
的
に
説
き
、
「小
説
界
変
革
」
を
提
唱
す
る
に
至
る
。
こ
の
文
章
の
冒
頭
で
、

梁
啓
超
は
こ
う
高
ら
か
に
宣
言
す
る
。

一
国
の
国
民
を
変
革
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ま
ず
そ
の
国
の
小
説
を
変
革
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
道
徳
を
変
革
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
ず
小
説
を
変

革
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
宗
教
を
変
革
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
ず
小
説
を
変
革
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し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
政
治
を
変
革
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
ず
小
説
を
変
革
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
風
俗
を
変
革
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
ず
小
説
を
変
革
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
学
芸
を
変
革
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
ず
小
説
を
変
革
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
は
た
ま
た
人
心
を
変
革
し
、
人
格
を
変
革
し
よ
う
と
す
る
場

合
も
、
必
ず
小
説
を
変
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
小
説
に
は
人

の
生
き
方
を
支
配
す
る
不
思
議
な
力
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

梁
啓
超
は
こ
こ
で
、
才
子
佳
人
小
説

や
怪
異
小
説
が
そ
の
大
半
を
占
め
、
単

な
る

「消
遣
」
の
具
、
娯
楽
の
対
象
に
す
ぎ
な
か
っ
た
小
説
の
ジ
ャ
ン
ル
を
変

革
す
る
こ
と
こ
そ
、
中
国
の

「国
民
を
変
革
」
し
、
政
治

・
社
会

・
文
化
を
変

革
す
る
た
め
の
起
動
力
に
な
る
と
主
張
す
る
。
非
常
に
誇
張
し
た
表
現
を
用
い

て
い
る
も
の
の
、
こ
の
提
言
は
中
国
文
学
に
お
け
る
伝
統
的
な
価
値
観
を
く

つ

が
え
し
、
小
説
の
地
位
を
飛
躍
的
に
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も

っ
と
も
、
梁

啓
超
は
あ
く
ま
で
政
治
運
動
家

・
社
会
運
動
家
で
あ
り
、
小
説
を
し
て
民
衆
を

啓
蒙

・
教
化
す
る
た
め
の

一
つ
の
手
段
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
も
、
見
落
と
し

て
は
な
ら
な
い
事
実
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
。

と
も
あ
れ
、
未
来
小
説

『百
年

一
覚

』
の
翻
訳
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
十
九

世
紀
末
の
中
国
に
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
む
ろ
ん
、
こ

の
作
品
の
み
が
、
中
国
人
の
時
間
意
識
を
過
去
志
向
か
ら
未
来
志
向

へ
と
転
換

さ
せ
、
小
説
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
対
す

る
伝
統
的
な
見
方
を
く
つ
が
え
し
た
と

は
い
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
そ
う
し
た
転
換
を
う
な
が
す
、
重
要
な
呼
び
水

に
な

っ
た

こ
と

は

確

か

で
あ

る
。

翻
訳
界
の
三
巨
人

実
は
、
『百
年

一
覚
』
が
翻
訳

・
刊
行
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ

一
八
九

四
年
、
日
清
戦
争
が
勃
発
し
、
翌
九
五
年
に
は
中
国

(清
王
朝
)
の
敗
北
が
決
定

的
と
な

っ
た
。
こ
の
後
、
西
洋
列
強
と
日
本
は
利
権
を
要
求
し
、
ま
す
ま
す
露
骨

に
中
国
大
陸
に
踏
み
込
む
よ
う
に
な
る
。
ア
ヘ
ン
戦
争
こ
の
か
た
、
西
洋
列
強
は

日
増
し
に
中
国
に
対
す
る
圧
迫
を
強
め
て
い
た
。
む
ろ
ん
こ
れ
に
対
す
る
危
機
感

も
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
何
と
い
っ
て
も
西
洋
諸
国
は
遠
い
国
々
で
あ
り
、

中
国
人
は

「焦
眉
の
急
」
と
い
う
ほ
ど
の
切
迫
感
を
感
じ
な
か
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。

し
か
し
、
そ
れ
ま
で
問
題
に
も
し
て
い
な
か
っ
た
隣
の
小
さ
な
島
国
日
本
が
、
い

つ
の
ま
に
や
ら
力
を
つ
け
、
こ
れ
と
戦
い
敗
北
し
た
こ
と
は
、
中
国
の
知
識
人
に

と

っ
て
ま
さ
に
寝
耳
に
水
、
信
じ
ら
れ
な
い
シ
ョ
ッ
ク
だ

っ
た
。

か
く
し
て
、
日
清
戦
争
に
敗
れ
た
直
後
か
ら
、
こ
れ
で
は
な
ら
じ
と
、
康
有

為
や
梁
啓
超
ら
立
憲
君
主
制
を
説
く
改
革
派
知
識
人
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
そ
か
に
準

こ

やつ

し

ょ

備
を
重
ね
た
末
、

一
八
九
八
年
六
月
、
当
時
の
皇
帝
光
緒
帝
の
も
と
に
結
集
し
、

政
治

・
経
済

・
社
会
機
構
の
抜
本
的
改
革
を
断
行
し
よ
う
と
は
か

っ
た
。
し
か

ぽ
じ
ゅ
つ

し
、
こ
の
い
わ
ゆ
る

「戊
戌
の
変
法
」
運
動
は
、
三
か
月
後
、
保
守
勢
力
を
率

い
た
実
力
者
の
西
太
后

(光
緒
帝
の
叔
母
)
が
お
こ
し
た
ク
ー
デ
タ
に
よ

っ
て
、
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あ
っ
け
な
く
叩
き
潰
さ
れ
、
康
有
為
や
梁
啓
超
は
日
本
に
亡
命
す
る
羽
目
に
な

っ
た
。
こ
う
し
て
日
本
に
亡
命
し
た
梁
啓
超
に
よ
っ
て
、
中
国
近
代
翻
訳
事
情

は
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
に
亡
命
し
た
梁
啓
超
は
て
っ
と
り
早
く
西
洋
の
思
想
や
文
学
を
受
容
す

る
た
め
に
、
翻
訳
の
近
道
と
し
て
、
日
本
語
か
ら
の
重
訳
を
提
唱
し
た
。
横
文

字
は
マ
ス
タ
ー
す
る
の
に
、
ど
ん
な
に
が
ん
ば

っ
て
も
数
年
は
か
か
る
。
し
か

し
、
日
本
語
の
場
合
、
聡
明
な
者
な
ら
十
日
、
飲
み
込
み
の
わ
る
い
者
で
も
二

か
月
あ
れ
ば

マ
ス
タ
ー
で
き
る
と
、
い
う
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
梁
啓
超
に

は
日
本
語
習
得
に
ま

つ
わ
る
有
名
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
る
。
日
本
に
亡
命
す
る

船
の
な
か
で
、
そ
れ
ま
で
ま

っ
た
く
日
本
語
の
知
識
が
な
か

っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
簡
単
な
手
ほ
ど
き
を
受
け
て

『佳
人
之
奇
遇
』
(柴
四
郎
著
)
を
読
み
、

た
ち
ま
ち
日
本
語
を
マ
ス
タ
ー
し
た
と

い
う
も
の
で
あ
る

(の
ち
に
自
ら
翻
訳
。

一
九
〇
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た

「清
議
報
」
に
連
載
)
。
さ
ら
に
日
本
到
着
後
ま
も

な
く
、
矢
野
竜
渓
著

『経
国
美
談
』
も
読
ん
だ
と
さ
れ
る
(こ
れ
も
の
ち
に
翻
訳
)。

こ
う
し
て
す
ん
な
り
日
本
語
を

マ
ス
タ
ー
し
た
梁
啓
超
は
、
自
ら
の
経
験
を

生
か
し
、
中
国
人
が
効
率
よ
く
日
本
語
を

マ
ス
タ
ー
す
る
た
め
の
手
引
き
書
ま

で
著
し
た
。
『和
文
漢
読
法
』

(全
四
十

一
節
)
が
こ
れ
に
当
た
る
。
そ
の
冒
頭

第

一
節
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

お
よ
そ
日
本
の
文
法
を
学
ぶ
た
め
に
、
も
っ
と
も
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
も

っ
と
も
肝
心
な
こ
と
は
、
そ
の
文
法

(語
の
配
置
)
が
中
国
と
は
逆
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
日
本
語
で
は
実
字

(名
詞
)
が
必
ず
上
に
な
り
、
虚
字

(名
詞

以
外
の
品
詞
)
は
必
ず
下
に
来
る
。
た
と
え
ば
、
中
国
語
の

「読
書
」
は
日
本

語
で
は

「書
ヲ
読
ム
」
と
な
り
、
中
国
語
の

「遊
日
本
」
は
日
本
語
で
は

「日

本

二
遊
ブ
」
と
な
る
。
そ
の
他
の
語
法
も
み
な
こ
の
類
い
で
あ
る
。

文
法
学
者
が
聞
い
た
ら
目
を
ま
わ
し
そ
う
な
大
胆
な
説
明
方
法
だ
が
、
実
用

的
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
こ
れ
は
ほ
ん
の

一
例
だ
が
、
全
四
十

一
節

に
わ
た
り
、
懇
切
丁
寧
に
中
国
語
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
日
本
語
の
特
性
を
解
説

し
た
、
こ
の

『和
文
漢
読
法
』
は
、
日
本
に
留
学
す
る
中
国
人
の
問
で
便
利
な

実
用
書
と
し
て
、
長
ら
く
珍
重
さ
れ
た
と
い
う
。

梁
啓
超
は
自
ら
編
み
出
し
た
、
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
和
文
漢
読
法
に
よ

っ
て
、

ジ
ユ
ー
ル

・
ヴ

ェ
ル
ヌ
著

『十
五
小
豪
傑

(十
五
少
年
漂
流
記
)』

(森
田
思
軒

訳
の
重
訳
)
を
は
じ
め
、
か
ね
て
の
念
願
ど
お
り
、
何
種
類
も
の
西
洋
の
小
説

を
日
本
語
か
ら
重
訳
し
た
。

従
来
の
通
説
で
は
、
梁
啓
超
は
明
治

の
政
治
小
説
で
あ
る

『佳
人
之
奇
遇
』

と

『経
国
美
談
』
を
読
ん
で
感
激
し
、
日
本
の
小
説
に
啓
発
さ
れ
て
、
先
述
し

た
中
国
の

「小
説
界
変
革
」
を
思
い
た

っ
た
と
さ
れ
る
。
む
ろ
ん
、
そ
う

い
う

こ
と
も
な
か

っ
た
と
は
言

い
切
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
何
よ
り
も
、

当
時
の
中
国
の
知
識
人
の
多
く
が
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
未
来

小
説

『百
年

一
覚
』
に
衝
撃
を
受
け
た
原
体
験
を
も

つ
梁
啓
超
は
、
日
本
に
亡

命
後
、
日
本
語
を
媒
介
と
し
て
、
欧
米
の
思
想
や
文
学
を
効
率
よ
く
吸
収
す
る
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こ
と
を
最
重
点
目
標
と
し
た
。
だ
か
ら
、
梁
啓
超
の
究
極
の
目
標
は
日
本
で
は

な
く
、
や
は
り
欧
米
の
思
想

・
文
学
の
受
容
に
あ

っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
梁
啓
超
が
戊
述
変
法
運
動
に
失
敗
し
、
日
本
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
た
間
、
中
国
国
内
の
翻
訳
事
情
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
。
ま
ず
、
十

九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
、
中
国
翻
訳
界
に
、
梁
啓
超
と
肩
を
並

げ
ん
ぶ
く

り
ん
じ
ょ

べ
る
二
人
の
巨
人
が
出
現
す
る
。
厳
復

(
一
八
五
三
～

一
九
二

一
)
と
林
紆

(
一
八

五
二
～

一
九
二
四
)
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
翻
訳
家
は
、
中
国
近
代
の
翻
訳
に

つ
い
て
語
ら
れ
る
と
き
、
必
ず
引
き
合

い
に
出
さ
れ
る
人
々
で
あ
り
、
彼
ら
に

関
す
る
研
究
な
ら
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
存
在
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
こ
で

は
ご
く
簡
単
に
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

厳
復
は
梁
啓
超
よ
り
ち
ょ
う
ど
二
十
歳
年
上
。
福
州

(福
建
省
)
の
海
軍
学

校
を
卒
業
後
、

一
八
七
七
年
、
数
え
二
十
五
歳
の
と
き
に
、
海
軍
技
術
を
学
ぶ

た
め
に
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
た
。
二
年

間
の
留
学
期
間
中
、
専
門
の
海
軍
技
術

を
習
得
す
る
か
た
わ
ら
、
積
極
的
に
西
洋
の
政
治
制
度
や
思
想
を
学
ん
だ
。

厳
復
の
名
を
不
朽
に
し
た
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化

論
に
も
と
つ
い
て
著
さ
れ
た
、
ハ
ク
ス
リ
ー
の

『進
化
と
倫
理

(
"団
く
o
一三
δ
昌

き
O
両
冖三
8
"
)』
の

一
部
を
翻
訳
し
た
、
『天
演
論
』
で
あ
る
。
英
語
に
堪
能
な

厳
復
は
人
手
を
借
り
ず
、
終
始

一
貫
、
自
力
で
こ
れ
を
翻
訳
し
た
。
こ
の
厳
復

訳

『天
演
論
』
こ
そ
、
中
国
人
が
自
ら

の
手
で
西
洋
思
想
の
書
物
を
翻
訳
し
た

最
初
の
例
に
ほ
か
な
ら
な
い

(小
説
な
が
ら
、
先
に
あ
げ
た

『百
年

一
覚
』
の

中
国
初
訳
は

一
八
九

一
年
だ
が
、
こ
の
訳
者
は
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
で
あ
る
)。

一
八
九
八
年

(梁
啓
超
が
日
本
に
亡
命
し
た
年
)
、
「適
者
生
存
」
「物
競
天
択

(競
争
原
理
)」
を
説
く

『天
演
論
』
が
刊
行
さ
れ
る
や
、
た
ち
ま
ち
爆
発
的
な
進

化
論
ブ
ー
ム
が
わ
き
お
こ
っ
た
。
日
清
戦
争
に
は
敗
北
す
る
わ
、
戊
戌
の
変
法

運
動
は
挫
折
す
る
わ
で
、
ま
す
ま
す
危
機
感
を

つ
の
ら
せ
た
中
国
の
知
識
人
は

争

っ
て
こ
れ
を
読
ん
だ
の
だ

っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ー
ト

ピ

ア
小
説

『百
年

一
覚
』
の
描
く
未
来
志
向
と
、
厳
復
訳

『天
演
論
』
の
説
く
進
化

論
が
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
中
国
の
知
識
人
を
つ
よ
く
刺
激
し
、

彼
ら
を
前
の
め
り
に
西
洋
的
近
代
の
受
容

へ
と
向
か
わ
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

厳
復
は
大
反
響
を
呼
ん
だ

『天
演
論
』
の
ほ
か
、
ア
ダ
ム

・
ス
ミ
ス
の

『原

富

(国
富
論
)』
、
J

・
S

・
ミ
ル
の

『群
己
境
界
論

(自
由
論
)』
な
ど
、
数
多

く
の
名
著
の
翻
訳
に
あ
た

っ
た
。
た
だ
、
厳
復
は
こ
う
し
て
鋭
意
、
西
洋
思
想

の
紹
介
に
努
め
な
が
ら
、
彼
が
翻
訳
に
用
い
た
文
体
は

「古
文

(古
典
的
文
言
)」

で
あ
り
、
し
か
も
意
識
的
に
漢
代
以
前
の
古
文

(「四
書
五
経
」
や
諸
子
に
用
い

ら
れ
る
文
体
)
を
模
倣
し
た
文
体
を
用
い
た
。
厳
復
に
は
、
翻
訳
は

「信

(正

確
)」
「達

(達
意
)」
「雅

(優
雅
)
」
と
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と

い
う
信
念
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど

「信
」
と

「達
」
は
翻

訳
の
セ
オ
リ
ー
に
か
な

っ
て
い
る
が
、
「雅
」
で
あ
る
た
め
に
、
古
文
も
ど
き
の

文
体
を
駆
使
す
る
も
の
だ
か
ら
、
厳
復
の
翻
訳
は
深
遠
で
は
あ
る
が
非
常
に
難
解

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
梁
啓
超
は
、
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(厳
復
の
)
文
章
は
は
な
は
だ
深
遠
で
は
あ
る
が
、
力
を
尽
く
し
て
先
秦
の

古
文
を
模
倣
し
て
い
る
た
め
に
、
古
書
を
多
読
し
た
人
で
な
け
れ
ば
、
ち
ょ
っ

と
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
た
だ
け
で
は
、
ほ
と
ん
ど
理
解
し
が
た
い
。

(紹
介
新
書

『原
富
』
)

と
批
判
を
加
え
た
。
し
か
し
、
厳
復
は
頑
と
し
て
態
度
を
変
え
ず
、
こ
の
優
雅
に

し
て
難
解
な
文
体
に
固
執
し
た
。

一
方
、
厳
復
を
批
判
し
た
梁
啓
超
自
身
は
完
全

な
白
話
を
用
い
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か

っ
た
も
の
の
、
つ
と
め
て
平
明
で
わ
か
り

や
す
い
文
言

(新
民
体
)
を
用
い
て
、
文
章
を
著
す
こ
と
を
旨
と
し
た
の
だ

っ
た
。

さ
て
、
翻
訳
界
の
三
巨
人
の
う
ち
、
最
後
に
残
る
林
紆
は
、

い
う
ま
で
も
な

く
文
学
と
り
わ
け
小
説
の
翻
訳
で
突
出
し
た
存
在
で
あ
る
。
林
紆
は
厳
復
と
ほ

ぼ
同
世
代
で
あ
り
、
厳
復
訳

『天
演
論
』
が
刊
行
さ
れ
た
年
の

一
八
九
八
年
、

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

・
デ
ュ
マ
著

『椿
姫
』
を
翻
訳
、
『巴
黎
茶
花
女
遺
事
』
な
る

タ
イ
ト
ル
を
付
け
て
刊
行
し
た
。
中
国

で
は

「唐
代
伝
奇
」
以
来
、
文
言

・
白

話
を
問
わ
ず
、
妓
女

の
恋
は
ず

っ
と
小
説
の
重
要
な
テ
ー

マ
の

一
つ
だ

っ
た
。

そ
の
西
洋
版
と
い
う
こ
と
で
、
中
国

の
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
か
っ
た
た

め
も
あ

っ
て
、
『巴
黎
茶
花
女
遺
事
』
は
発
売
と
同
時
に
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

り
、
林
紆

の
文
名
は
い
っ
き
ょ
に
高
ま

っ
た
。

こ
れ
を
皮
切
り
に
、
以
後
、
林
紆
は
百
六
十
種
以
上
の
外
国
小
説

(英

・
仏

・

米

・
露
な
ど
十

一
か
国
の
小
説
)
を
翻
訳

・
刊
行
し
た
。
こ
れ
ら
は

「林
訳
小
説
」

と
呼
ば
れ
、
根
強
い
人
気
が
あ
っ
た
。
以
下
、
「林
訳
小
説
」
の
代
表
作
を
あ
げ
る
。

ス

ト

　

斯

托
夫

人

(米

)

『黒

奴

吁

天
録

(
ア

ン
ク

ル

・
ト

ム
)
』

ス

コ

ッ

ト

司
可
特

(英
)
『撒
克
遜
劫
后
英
雄
略

(ア
イ
バ
ン
ホ
ー
)』

デ
フ
ォ
　

笛

福

(英

)

『
魯

濱

遜
漂

流

記

(
ロ
ビ

ン
ソ

ン

・
ク

ル
ー

ソ
ー

)
』

ハ

ガ

　

ド

哈
葛
徳

(英
)
『三
千
年
艶
屍
記

(洞
窟
の
女
王
)』

コ
ナ

ン

ド

イ

ル

柯

南

・
達

利

(道

尓

)

(英

)

『歇

洛

克
奇

案

(
シ

ャ
ー

ロ

ッ
ク

・
ホ
ー

ム
ズ

)
』

ス

ウ

ィ

フ

ト

斯
威
夫
特

(英
)
『海
外
軒
渠
録

(ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
)
』

セ

ル

バ

ン
テ

ス

西

万
提

斯

(
ス
ペ
イ

ン
)

『魔

侠

伝

(
ド

ン
キ

ホ
ー

テ
)
』

な
ど

。

こ
れ
は
ほ
ん
の

一
例
に
す
ぎ
な
い
。
お
そ
ら
く
中
国
の
読
者
は

「林
訳
小
説
」

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
外
国
小
説
の
お
も
し
ろ
さ
を
知

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た

だ
、
翻
訳
家
と
は
言
い
条
、
実
は
林
紆
は
、
英
語
に
堪
能
だ

っ
た
厳
復
や
日
本

語
を
速
修
し
た
梁
啓
超
と
異
な
り
、
ま

っ
た
く
外
国
語
が
で
き
な
か

っ
た
。
そ
れ

で
ど
う
し
て
翻
訳
が
で
き
た
の
か
。
林
紆
に
は
い
ろ
い
ろ
な
外
国
語
の
で
き
る

大
勢
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
付
い
て
お
り
、
彼
ら
が
原
文
に
口
語
訳
を
付
け
る
の

を
聞
き
な
が
ら
、
次
か
ら
次
に
自
分
の
文
章
に
書
き
改
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
作
業
は
恐
る
べ
き
ス
ピ
ー
ド
で
進
め
ら
れ
、
林
紆
は

一
時
間
で
千
五
百
字
、

一
日
四
時
間
、
計
六
千
字
の
翻
訳
を
毎
日
こ
な
し
た
と
さ
れ
る
。
中
国
語
の
六

千
字
は
凄

い
分
量
で
あ
る

(日
本
語
に
す
れ
ば
三
倍
以
上
の
量
に
な
る
だ
ろ
う
)。

百
六
十
種
以
上
も
の
小
説
を
翻
訳
を
し
た
の
も
、
む
べ
な
る
か
な
、
で
あ
る
。

林
紆
は
も
と
も
と
、
優
雅
で
平
易
、
か
つ
格
調
の
高

い
文
言
に
よ
る
表
現
を
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と
う
じ
ょ
う

重
視
し
允
。
さ
ら
に
彼
は
、
清
代
中
期
以
降
、
文
壇
の
主
流
を
占
め
た

「桐
城

派
」
に
属
す
る
文
人
で
あ
り
、
翻
訳

の
さ
い
に
用

い
た
文
体
も
ま
た

「文
言
」

で
あ
っ
た
。
た
だ
、
け
っ
し
て
厳
復
の
よ
う
に
難
解
で
は
な
く
、
艶
麗
で
リ
ズ

ミ
カ
ル
な
美
文
調
が
そ
の
身
上
だ

っ
た
。
こ
の
魅
力
的
な
美
文
調
の
ゆ
え
に
、

原
著
か
ら
直
接
訳
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
誤
訳
や
は
な
は
だ
し
い
意
訳
も
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
読
者
の
圧
倒
的
人
気
を
得
た
の
で
あ
る
。

「小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
対
す
る
見
方
を
変
え
、
日
本
語
を
速
修
し
て
西

洋
文
化
を
吸
収
せ
よ
と
説
い
た
梁
啓
超
。
進
化
論
を
中
国
に
も
た
ら
し
た
厳
復
。

「林
訳
小
説
」
に
よ
っ
て
外
国
小
説
を
大
々
的
に
中
国
に
紹
介
し
た
林
紆
。
こ
の

中
国
近
代
翻
訳
界
の
三
巨
人
は
、
近
代
中
国
に
外
国
文
化
を
導
入
す
る
た
め
の

水
先
案
内
人
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
大

い
な
る
成
果
を
あ
げ
た
。
し
か
し
、
彼
ら

の
生
の
軌
跡
を
最
後
ま
で
た
ど
る
と
き

、
そ
こ
に
は
劃
然
と
し
た
差
異
が
認
め

ら
れ
る
。

先
に
も
少
し
く
ふ
れ
た
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
白
話
に
近
い
、
平
明
な
文
体

(新
民
体
)
を
用
い
る
こ
と
を
提
唱
し
、
こ
れ
を
自
ら
実
践
し
た
梁
啓
超
は
、
最

後
ま
で
時
代
の
流
れ
と
噛
み
あ
う
鋭
敏
な
問
題
意
識
を
失
わ
ず
、
死
ぬ
ま
で
傑

出
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り

つ
づ
け
た
。

こ
れ
に
対
し
、
優
雅
に
し
て
難
解
な
古
文
を
死
守
し
た
厳
復
と
、
美
文
調
に

乗
せ
た
古
文
を
華
麗
に
操
る
こ
ど
を
旨
と
し
た
林
紆
は
、

一
九

一
七
年
に
初
め

て
提
唱
さ
れ
、
二
年
後

の

一
九

一
九
年

の
五

・
四
運
動
を
経
て
、
大
規
模
な
展

開
を
み
せ
た
文
学
革
命

(白
話
に
よ

っ
て
小
説
を
書
く
こ
と
な
ど
を
主
張
す
る

文
学
運
動
)
の
高
ま
り
の
な
か
で
、
完
全
に
保
守
反
動
化
し
、
時
代
の
動
き
か

ら
取
り
残
さ
れ
た
。

厳
復
と
林
紆
は
梁
啓
超
に
比
べ
二
十
歳
も
年
長
で
あ
り
、
激
変
の
時
代
に
対

す
る
感
受
性
に
落
差
が
あ

っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
で
あ
る
。そ
れ
に
し
て
も
、

意
識
は
文
体
を
決
定
す
る
と
い
う
べ
き
か
、
あ
る
い
は
文
体
は
意
識
を
決
定
す
る

と
い
う
べ
き
か
。
中
国
近
代
翻
訳
界
の
三
巨
人
が
描
い
た
生
の
軌
跡
は
、
期
せ
ず

し
て
、
意
識
と
文
体
の
深
い
相
関
関
係
を
ま
ざ
ま
ざ
と
映
し
出
し
て
い
る
。

以
上
、
『百
年

一
覚
』
を
皮
切
り
に
、
梁
啓
超
、
厳
復
、
林
紆
と
、
中
国
近
代

翻
訳
界
の
大
立
者
の
事
迹
を
ざ

つ
と
た
ど

っ
て
み
た
。
こ
の
ほ
か
、
や
は
り
十

九
世
紀
末
か
ら
翻
訳
さ
れ
は
じ
め
、
圧
倒
的
に
歓
迎
さ
れ
た
外
国
小
説
と
い
え

ば
、
ま
ず

「偵
探
小
説

(探
偵
小
説
)
」
に
指
を
屈
す
る
だ
ろ
う
。
探
偵
小
説

(ミ
ス
テ
リ
)
は
西
洋
に
お
い
て
も
近
代
の
産
物
だ
が
、
中
国
で
は
む
ろ
ん
十
九

世
紀
末
ま
で
、
探
偵
小
説
な
ど
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
影
も
形
も
な
か

っ
た
。
と

は
い
え
、
こ
れ
に
類
す
る
も
の
は
古
く
か
ら
あ
る
こ
と
は
あ

っ
た
。
明
末
の
万

コリ

ゆ

ゆつ

と

暦
年
間

(
一
五
七
三
～

一
六
二
〇
)
に
成
立
し
た
短
篇
小
説
集

『龍
図
公
案

(包
公
案
)
』
を
代
表
と
す
る
、
裁
判
官
が
名
裁
き
を
披
露
す
る

「公
案
小
説
」

の
ジ
ャ
ン
ル
が
こ
れ
に
当
た
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
裁
判
官
な
ら
ぬ
探
偵
が
大
活
躍
し
、
も

つ
れ
た
事
件
を

解
決
す
る
と
い
う
趣
向
の
、
西
洋
の
探
偵
小
説
が
、
中
国
で
最
初
に
翻
訳
さ
れ
、

活
字
に
な
っ
た
の
は
、

一
八
九
六
年
だ

っ
た
。
こ
の
年
、
上
海
で
発
行
さ
れ
て
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い
た

新

聞

「
時

務
報

」

に
、

柯

南

・
道
尓

つ
ま

り

コ
ナ

ン

・
ド
イ

ル

の
手

に
な

る
四

篇

の
短

篇

小

説
が

、

『喝

洛
克

尓

唔
斯

筆

記

(
シ

ャ
ー

ロ

ッ
ク

・
ホ

ー

ム
ズ

ち
ょ
う
こ
ん
と
く

物
語
)』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
連
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
訳
者
は
張
坤
徳
。
日

本
で
ホ
ー
ム
ズ
物
の
翻
訳
が
な
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
三
年
後
だ
か
ら
、
い
か
に

中
国
語
訳
が
早
か
っ
た
か
、
わ
か
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
。

こ
れ
を
嚆
矢
と
し
て
、
以
後
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
探
偵
小
説
が
翻
訳

さ
れ
た
が
、
断
然
ト
ッ
プ
の
座
を
占
め
た
の
は
、
や
は
り
ホ
ー
ム
ズ
物
だ

っ
た
。

コ
ナ
ン

・
ド
イ
ル
が
さ
か
ん
に
ホ
ー
ム
ズ
物
を
執
筆
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
人
気
を

博
し
た
の
は

一
八
九
〇
年
代
以
降
で
あ
り
、
中
国
で
は
ほ
ぼ
同
時
代
的
に
次
か

次

へ
と
こ
れ
ら
の
作
品
の
翻
訳

・
刊
行
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
結
果
、

一
九

一
六

年
に
上
海
中
華
書
局
か
ら
刊
行
さ
れ
た

『福
尓
摩
斯
偵
探
全
集

(ホ
ー
ム
ズ
探

偵
全
集
)
』
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
ホ
ー
ム
ズ
物
を
翻
訳

・
収
録
す
る
快
挙

を
成
し
遂
げ
た
の
だ

っ
た
。

同
時
代
の
日
本
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
ホ
ー
ム
ズ
物
が
も
て
は
や
さ
れ
た
形
跡
は

な

い
。
お
そ
ら
く
名
裁
判
官
の
活
躍
を
描
く
公
案
小
説
を
読
み
慣
れ
た
中
国
の

読
者
に
と

っ
て
、
名
探
偵
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク

・
ホ
ー
ム
ズ
の
活
躍
す
る
コ
ナ
ン

・

ド
イ
ル
の
探
偵
小
説
は
、
別
し
て
と
っ
つ
き
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

中
国
語
に
訳
さ
れ
た
探
偵
小
説
、
と
り
わ
け
ホ
ー
ム
ズ
物
の
読
者
は
、
楽
し

く
読
書
に
耽
り
な
が
ら
、
西
洋
の
風
俗
や
制
度
を
臨
場
感
を
以
て
受
け
と
め
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
異
文
化
体
験
を
深
め
て
い
っ
た
。
し
か
も
ホ
ー
ム
ズ

物
は
ほ
ぼ
同
時
代
的
に
翻
訳
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
こ
そ
ホ
ッ
ト
な
情
報
も

満
載
さ
れ
て
お
り
、
中
国
人
読
者
は
ま
さ
し
く
居
な
が
ら
に
し
て
、
現
在
形
の

西
洋
社
会
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
探
偵

小
説
の
翻
訳
が
中
国
の
近
代
に
与
え
た
影
響
に
も
、
け

っ
し
て
軽
視
で
き
な
い

も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
ざ

っ
と
概
観
し
て
き
た
よ
う
に
、
十
九
世
紀
末
、
こ
と
に

一
八
九
五

年
、
日
清
戦
争
に
敗
北
し
て
か
ら
と

い
う
も
の
、
中
国
は
外
国
の
文
学
や
思
想

の
翻
訳
を
通
じ
て
、
外
国
文
化
を
受
容
し
、
近
代
に
移
行
す
る
手
が
か
り
を

つ

か
も
う
と
、
前
の
め
り
の
全
力
疾
走
を

つ
づ
け
て
来
た
。
し
か
し
、
外
な
る
文

化
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
夢
中
に
な
る
あ
ま
り
、
自
ら
の
内
な
る
文
化
を
十
把

ひ
と
か
ら
げ
に
古

い
遅
れ
た
も
の
と
見
な
し
、
無
視
す
る
傾
向
が
し
だ
い
に
強

ま

っ
た
こ
と
は
、
い
か
に
も
残
念
な
こ
と
で
あ

っ
た
。

た
と
え
ば
、
小
説
の
ジ
ャ
ン
ル

一
つ
と

っ
て
み
て
も
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
中
国
に
は

『紅
楼
夢
』
を
筆
頭
と
す
る
、
外
国
の
小
説
に
比
べ
て
、
内

容

・
形
式
と
も
に
ま

っ
た
く
遜
色
の
な
い
、
非
常
に
す
ぐ
れ
た
小
説
の
伝
統
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
中
国
の
知
識
人
の
大
多
数
は
、
こ
れ
に
ま

つ

た
く
目
を
く
れ
よ
う
と
も
し
な
か

っ
た
。

一
九

一
七
年
か
ら
始
ま

っ
た
文
学
革

命
に
お
い
て
、
事
あ
た
ら
し
く
白
話
で
小
説
を
書
く
こ
と
が
声
高
ら
か
に
提
唱

さ
れ
た
が
、
そ
の
実
、
中
国
に
は
、
こ
れ
よ
り
百
五
十
年
余
り
前
に
、
す
で
に
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『紅
楼
夢
』
と
い
う
、
非
常
に
整
っ
た
見
事
な
白
話

(古
白
話
)
で
書
か
れ
た
小

説
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

一
顧
だ
に

し
よ
う
と
し
な
い
。

お
う
こ

く
い

こ
う
し
た
な
か
で
、
王
国
維

(
一
八
七
七
～

一
九
二
七
)
と
魯
迅

(
一
八
八

一
～

一
九
三
六
)
は
、
や
は
り
飛
び
抜
け
た
存
在
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
す

な
わ
ち
、
王
国
維
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ

エ
ル
を
援
用
し
つ
つ
、
『紅
楼
夢
』
の
物

語
構
造
を
分
析
し
た

「紅
楼
夢
評
論
」

(
一
九
〇
四
)
を
著
し
、
さ
ら
に
ま
た
中

国
に
お
け
る
戯
曲
の
歴
史
を
た
ど

っ
た

『宋
元
戯
曲
考
』

(
一
九

一
二
)
を
著
し

た
。
こ
れ
ら
の
著
作
は
、
小
説
や
戯
曲
を
俗
文
学
と
軽
視
し
つ
づ
け
て
き
た
中

国
文
学
の
伝
統
的
価
値
観
を
見
直
し
、
ま
さ
に
内
側
か
ら
そ
う
し
た
価
値
観
を

逆
転
さ
せ
ん
と
し
た
試
み
に
ほ
か
な
ら
な
か

っ
た
。

こ
れ
に
や
や
遅
れ
て
、
魯
迅
も
ま
た
、
ジ

ュ
ー
ル

・
ヴ

ェ
ル
ヌ
の
小
説

『月

世
界
旅
行
』
『地
底
旅
行
』
の
翻
訳

(
一
九
〇
三
～
〇
四
)
や
、
東
欧
の
小
説
の

翻
訳

(『域
外
集
小
説
集
』。

一
九
〇
九
)
を
行

っ
た
あ
と
、
『中
国
小
説
史
略
』

(
一
九
二
一二
～
二
四
)
を
著
し
、
中
国
小
説
史
を
た
ど
り
直
し
た
の
だ

っ
た
。

王
国
維
と
魯
迅
は
西
洋
の
思
想
や
文
学
に
ど

っ
ぷ
り
骨
の
髄
ま
で
浸
る
経
験

を
通
過
し
た
の
ち
、
ひ
る
が
え

っ
て
、
ま
さ
に
中
国
の
内
な
る
伝
統
の
な
か
か

ら
、
近
代
に
つ
な
が
る
鉱
脈
を
掘
り
起

こ
そ
う
と
し
た
。
伝
統
の
な
か
に
近
代

を
探
ろ
う
と
す
る
、
彼
ら
の
試
み
は
、
西
洋
の
思
想
を
理
解
す
る
た
め
に
儒
教

の
古
典
を
引
き
合
い
に
出
し
た
り
、

西
洋
の
書
物
を
、
荘
重

・
優
雅
な
中
国
古

文
の
ス
タ
イ
ル
で
翻
訳
す
る
と
い
っ
た
折
衷
的
な
方
法
と
は
、
根
底
的
に
異
質

な
も
の
で
あ

っ
た
。

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
異
文
化
が
洪
水

の
よ
う
に
押
し
寄
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
潮

が
入
り
乱
れ
、
凄
ま
じ
い
量
の
外
国
書
が
引
き
も
き
ら
ず
翻
訳
さ
れ
た
、
十
九

世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
め
の
中
国
。
中
国
近
代
の
錯
綜
し
た
翻
訳
状
況
は
、

百
年
後
の
現
在
の
中
国
の
状
況
と
、
ど
こ
か
深
く
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
。
ま

さ
に
こ
の
道
は
い
つ
か
来
た
道
。
中
国
は
今

一
度
、
伝
統
の
中
に
近
代
を
と
ら

え
返
そ
う
と
し
た
、
王
国
維
や
魯
迅
の
試
み
の
意
味
を
、
考
え
て
み
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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